
歯科衛生士の資格は国家資格であることを皆さんご存じですか？

三年間もしくは四年間、学校に通って国家試験の受験資格を取得します。

国家試験では筆記のマークシートのみの試験ですので

実技に関しては学校で習得する必要があります。

学校で学ぶ内容は歯科衛生士になるにあたってとても大切だということが分かりますね。

では歯科衛生士の主なお仕事三つをご紹介します。

歯科予防処置 歯科保健指導 歯科診療補助

・予防のために ・歯磨きや食生活の指導 ・診療・治療をサポート

　歯や口の中に薬を塗る ・受付での患者対応

・歯石の除去 ・会計業務など

歯科衛生士は患者さんの健康を守るために重要なお仕事だということが

分かってもらえましたか？

では、歯科衛生士になるとどのような場で働くことが出来るのでしょうか？

歯科衛生士の活躍の場は多岐にわたっており、歯科医院以外の場で就職する学生もおります。

上の図で様々な進路があることが分かってもらえたかと思います。

学校で学び、実習を重ねていくうちに進路を決めていく学生もいますので

高校生のうちから具体的な就職先を決める必要はありません。

専門学校で学んでいくうちに、就職のイメージを持ってもらうために

色々な進路があるということだけ覚えておいてもらえればと思います。

歯科衛生士のお仕事とは

《お問い合わせ先》

学校法人 未来学園 京都文化医療専門学校

〒604-8302 京都府京都市中京区御池通堀川西入ル池元町408-1 


